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頁

新
任
理
事
長
か
ら
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
教
公 

理
事
長

今
春
よ
り
前
田
專
學
先
生
が
中
村
元
東
方
研
究
所
の

名
誉
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
私
が
新
た
に
研
究
所
理
事
長
、

東
方
学
院
学
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
誌
上
を

お
借
り
し
て
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
就
任
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
の
略
歴
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
私
は
昭
和
２
３
年
に

静
岡
県
の
日
蓮
宗
寺
院
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
地
元
の
小
学
校
を
卒
業
後
に
上
京

し
、
現
在
の
自
坊
で
あ
る
東
京
の
寺
の
先
代
に
弟
子
入
り
し
、
小
僧
生
活
を
し
な
が

ら
中
学
、
高
校
、
大
学
、
さ
ら
に
大
学
院
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

私
が
専
任
の
職
を
得
た
の
は
平
成
元
年
、
浜
松
市
に
新
設
さ
れ
た
常
葉
学
園
浜
松

大
学
と
い
う
大
学
で
、
い
わ
ゆ
る
一
般
教
育
の
「
哲
学
」
の
担
当
で
す
。
私
の
専
門

領
域
は
中
国
仏
教
で
し
た
が
、
当
時
、
自
分
の
専
門
で
職
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
稀

で
し
た
。
こ
れ
は
今
も
余
り
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
教
授
に
昇
任
、
計
７

年
間
勤
め
た
後
、
平
成
８
年
に
北
海
道
大
学
文
学
部
に
教
授
と
し
て
転
任
し
ま
し
た
。

後
に
大
学
院
担
当
と
な
り
、
１
６
年
間
勤
め
て
平
成
２
４
年
に
定
年
退
職
。
同
時
に

現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
に
勤
め
る
こ
と
と
な
り
、

現
在
、
学
長
職
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。　

　

前
田
專
學
名
誉
理
事
長
は
中
村
元
博
士
の
直
弟
子
の
一
人
と
し
て
博
士
の
東
京
大

学
定
年
退
官
の
跡
を
継
い
で
東
京
大
学
に
赴
任
さ
れ
、
イ
ン
ド
哲
学
の
研
究
と
教
育

に
意
を
注
い
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
大
学
退
官
後
に
武
蔵
野
女
子
大
学
（
現
武
蔵

野
大
学
）
に
移
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も
そ
れ
以
降
も
ず
っ
と
中
村
元
東
方
研
究

所
と
東
方
学
院
の
運
営
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
平
成
１
９
年
に
研
究
所
理
事
長
、
東

方
学
院
長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

　

ほ
ぼ
半
世
紀
に
亘
る
研
究
所
と
学
院
の
歩
み
の
概
要
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

基
本
と
な
る
組
織
体
は
、「
財
団
法
人
東
方
研
究
会
」
か
ら
「
特
定
公
益
増
進
法
人

東
方
研
究
会
」
へ
と
移
行
し
、
そ
し
て
平
成
２
４
年
に
は
「
公
益
財
団
法
人
中
村
元

東
方
研
究
所
」
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
中
村
元
博
士
生
誕
百
周

年
を
記
念
し
て
博
士
の
誕
生
の
地
、
島
根
県
松
江
市
に
安
来
の
清
水
寺
、
清
水
谷
善

圭
貫
首
を
中
心
と
す
る
有
志
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
中
村
元
記
念
館
が
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
記
念
館
は
松
江
市
八
束
町
に
あ
る
大
根
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

近
代
的
で
明
る
い
建
物
の
二
階
に
、
復
元
さ
れ
た
先
生
の
書
斎
と
研
究
室
、
３
万
冊

を
超
え
る
先
生
の
蔵
書
を
収
納
し
た
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
記
念
館
を
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
が
創
立
さ

れ
、
研
究
活
動
と
同
時
に
一
般
へ
の
普
及
活
動
と
し
て
、
東
方
学
院
松
江
校
が
開
校

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
、
東
方
学
院
は
、
誰
で
も
学
べ
る
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教

学
の
モ
ッ
ト
ー
の
下
、
中
村
元
博
士
の
昭
和
４
８
年
の
開
設
以
来
、
東
京
本
校
、
関

西
校
、
中
部
校
、
さ
ら
に
近
年
の
松
江
校
へ
と
拡
大
し
、
研
究
会
員
の
数
も
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
な
が
ら
２
５
０
余
名
以
上
を
数
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
来
年
２
０
２
３
年
に
は
東
方
学
院
創
立
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
研
究
所

で
は
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
現
在
、『
東
方
学
院
５
０
年
誌
』
の
編
集
刊
行
、『
中

村
元[

決
定
版]

選
集
』
全
４
０
巻
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
事
業
な
ど
を　
（
次
の
頁
へ
）
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鋭
意
推
進
中
で
す
。

　

な
お
、
勝
れ
た
業
績
を
有
す
る
研
究
者
に
対
す
る

顕
彰
事
業
と
し
て
昭
和
５
４
年
以
降
、「
中
村
元
東

方
学
術
賞
」
を
設
け
て
顕
彰
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
今
年
度
で
第
３
２
回
目
の
授
賞
と
な
り
ま
す
。

ま
た
若
手
の
有
望
な
研
究
者
に
対
し
て
は
「
中
村
元

東
方
学
術
奨
励
賞
」
を
設
け
て
顕
彰
し
、
さ
ら
な
る

研
究
の
進
展
を
奨
励
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
今
回

で
８
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
概
要
を
述
べ
ま
し
た
が
、
中
村
元
東
方
研
究

所
、
東
方
学
院
が
こ
こ
ま
で
発
展
拡
大
し
て
き
た
こ

と
は
、
中
村
元
博
士
、
博
士
没
後
の
第
２
代
理
事
長

中
村
洛
子
ご
令
室
、
三
枝
充
悳
第
２
代
学
院
長
、
そ

し
て
前
田
專
學
第
３
代
理
事
長
・
学
院
長
の
諸
先
生

方
、
そ
の
運
営
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
す
べ
て
の
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
、
理
事
、
評
議
員
、
維
持
会
員
、
賛
助

会
員
の
方
々
の
惜
し
み
な
い
ご
尽
力
ご
助
成
の
賜
で

あ
る
と
認
識
し
、
今
後
、
そ
の
運
営
維
持
、
発
展
に

努
め
る
こ
と
を
心
に
刻
み
、
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
長
い
眼
で
ご
支
援
、
ご
助
力
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

役
　
員
　
ご
　
紹
　
介

　

中
村
元
研
究
所
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
　
　

    

神
田
明 

評
議
員

　

中
村
元
東
方
研
究
所
が
創
立

し
て
ま
も
な
く
、
会
員
と
し
て

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。『
中
村
元
選
集
』
３
２
巻

と
別
巻
８
巻
を
合
わ
せ
た
全
４
０
巻
は
、
中
村
先
生

の
主
要
著
作
の
集
大
成
で
あ
り
、
春
秋
社
と
し
て

も
大
変
大
き
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
と

具
体
的
内
容
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
う
え
、
実

行
に
も
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

巻
数
が
多
い
た
め
、
実
施
段
階
で
中
村
先
生
の
ご
多

忙
か
ら
相
当
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
先
生

に
著
作
集
の
早
急
な
完
結
を
お
願
い
を
し
た
と
こ

ろ
、「
私
は
今
、
春
秋
社
の
会
社
の
牢
獄
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
言
葉
を
申
さ
れ
、
皆

で
笑
話
し
「
執
筆
を
急
ぎ
ま
す
」
と
お
返
事
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

無
事
に
著
作
集
が
完
結
し
、
そ
の
お
祝
い
に
ご
自

宅
に
伺
っ
た
際
、
す
で
に
先
生
は
病
床
に
伏
せ
ら
れ
、

な
か
な
か
大
変
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
無
理
し

て
出
て
き
て
く
だ
さ
り
、
完
結
を
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
知
ら
せ
は
と
て
も
辛
く
、
関

係
者
の
な
か
に
は
「
完
結
を
し
な
い
方
が
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

二
代
目
理
事
長
、
奥
様
の
中
村
洛
子
先
生
は
、
医

者
で
あ
ら
れ
た
の
で
、
ご
苦
労
を
さ
れ
な
が
ら
職
務

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
代
目
理
事
長
の
前
田
專
學
先
生
は
、
東
方
研
究

所
の
本
来
の
目
的
に
沿
っ
て
精
力
的
に
組
織
運
営
を

さ
れ
、
現
在
の
研
究
所
の
基
礎
づ
く
り
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
過
程
で
は
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
常
に
冷
静
沈
着
で
あ
ら
ゆ
る
点
に

目
を
配
る
姿
勢
を
貫
か
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
中
村

元
先
生
の
故
郷
、
松
江
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
村
元
記
念

館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
が
開
館
さ
れ
る
と
、
松
江

と
東
京
と
を
学
術
研
究
を
通
じ
て
交
流
を
は
か
る
な

ど
、
多
く
の
人
に
講
座
を
開
い
て
学
び
の
機
会
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
推
進
的
な
動
き
も
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
す

が
、
や
が
て
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
来
年
２
０
２
３
年
に
は
、
東

方
学
院
創
立
５
０
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
新
し
い
第
四
代
目
の
理

事
長
、
藤
井
教
公
先
生
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　　かんだ　あきら

　1936 年生まれ。

　慶應義塾大学経済学部卒業。

　（株）春秋社代表取締役社長。
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令
和
４
年
度
芳
名
録　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

本
年
度
も
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
芳
名
を
記
し
ま
す
。

※
令
和
４
年
９
月
10
日
受
領
分
ま
で
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

維
持
会
員

一
心
寺　

石
上
和
敬　

宇
杉
真　

小
笠
原
勝
治　

川
崎
寿
子　

川
崎
大
師
平
間
寺　

来
馬
明
規　

高
應
寺
（
三
友
健
容
）　

宗
教
法
人
西
来
寺　

史
跡
足

利
学
校
事
務
所　

釈
悟
震　

株
式
会
社
春
秋
社　

淳
心
会
（
日
野
紹
運
）　

末
廣
照
純　

浅
草
寺　

髙
橋
堯
英　

高
松
孝
行　

多
田
孝
文　

中
央
学
術
研

究
所　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社　

中
田
直
道　

成
田
山
新
勝
寺　

念
法
眞
教
金
剛
寺
（
桶
屋
良
祐
）　　

身
延
別
院
（
藤
井
教
公
）　

公
益
財
団
法
人

仏
教
伝
道
協
会　

法
恩
寺
（
藤
原
浄
峰
）　

法
清
寺
（
奈
良
修
一
）　

前
田
專
學　

前
田
式
子　

松
久
保
秀
胤　

三
木
純
子　

水
野
善
文　

学
校
法
人
武

蔵
野
大
学　

薬
王
院　

吉
田
宏
晢　

渡
邊
信
之　

渡
邊
隆
生　

株
式
会
社
山
陰
中
央
新
報
社　

  

賛
助
会
員

秋
葉
佳
伸　

阿
部
敦
子　

粟
野
芳
夫　

飯
髙
淑
子　

石
井
勝
彦　

井
上
和
子　

石
井
敏
明　

今
西
順
吉　

入
井
善
樹　

石
上
智
康　

臼
井
ふ
じ
子　

遠

藤
康　

大
井
玄　

太
田
正
孝　

大
谷
光
真　

小
笠
原
隆
元　

岡
田
真
水　

岡
田
行
弘　

緒
方
康
信　

桂
紹
隆　

菅
野
博
史　

岸
實
瑩　

北
村
彰
宏　

木

村
清
孝　

三
石
造
形
芸
術
院　

倉
田
治
夫　

黒
田
大
雲　

小
林
和
子　

小
林
守　

小
峰
啓
誉　

古
村
け
さ
じ　

斎
藤
明　

斉
之
平
伸
一　

佐
久
間
留
理

子　

櫻
井
瑞
彦　

櫻
井
隆
広　

桜
井
俊
彦　

佐
藤
行
教　

慈
光
院
（
戸
田
忠
）　

真
観
寺
（
中
村
重
継
）　

末
木
文
美
士　

須
佐
知
行　

鈴
木
忠
一　

鈴

木
勇
介　

関
戸
尭
海　

高
橋
審
也　

田
上
太
秀　

武
田
浩
学　

立
花
ひ
ろ
子　

田
中
勝
洋　

田
中
ケ
ネ
ス　

田
丸
淑
子　

千
葉
よ
し
子　

鶴
谷
志
磨
子　

天
寧
寺
（
永
江
雅
邦
）　

當
間
哲
也　

公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究
所　

一
般
財
団
法
人
徳
育
経
営
研
究
所　

戸
田
裕
久　

鳥
山
玲　

中
谷
信
一　

中

村
行
明　

西
内
之
朗　

西
尾
秀
生　

西
岡
祖
秀　

西
川
髙
史　

西
宮
寛　

日
本
ヨ
ー
ガ
禅
道
院　

長
谷
川
恵
子　

長
谷
川
善
永　

畠
中
光
享　

花
岡
秀

哉　

馬
場
孝
至　

羽
矢
辰
夫　

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
本
山
東
本
願
寺(
大
谷
光
見)　

引
田
弘
道　

一
月
正
人　

平
井
恭
子　

笛
木
敬
代　

福
重
利
夫　

福
留
順
子　

福
原
正
直　

藤
井
知
興　

藤
田
宏
達　

宗
教
法
人
法
雲
寺
（
水
谷
浩
志
）　

寳
幢
院
（
原
隆
政
）　

保
坂
俊
司　

堀
江
順
司　

堀
越
教
之　

松
本
知
巳　

三
木
保　

水
谷
俊
一　

宗
教
法
人
密
蔵
院
（
山
口
正
純
）　

三
友
量
順　

宮
元
啓
一　

森
祖
道　

宗
教
法
人
薬
師
院
（
松
原
光
法
）　

矢
島

浩
志　

矢
島
道
彦　

山
口
泰
司　

桂
徳
院
（
山
本
文
渓
）　

好
井
瑞
皖　

由
木
義
文　

渡
邊
寳
陽　

和
田
壽
弘

ご
寄
付

岡
村
光
展　

株
式
会
社
山
陰
中
央
新
報
社 　

釈
悟
震　

株
式
会
社
春
秋
社　

田
辺
和
子　

比
良
竜
虎　

松
久
保
秀
胤　

御
園
生
妙
子　

三
友
健
容

東
方
学
院
創
立
50
周
年
記
念
事
業
ご
寄
付

石
上
善
應　

石
上
源
應　

龍
口
明
生　

佐
藤
恭
子

多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
は
去
る
２
０
２
０
年
11
月
、
東
方
学
院
は
２
０
２
３
年
４
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

創
立
50
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
た
る
２
０
２
３
年
度
に
東
方
研
究
所
／
東
方
学
院
の
50
周
年
を
併
せ
た
記
念
誌
の
刊
行
お
よ
び
記
念
行
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
る
難
儀
の
世
相
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
厳
し
い
状
況
を
余
儀
な
く
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
拝
察
し
、
同
実
行
委
員
会

で
は
当
該
行
事
の
た
め
の
経
費
を
最
小
限
に
抑
え
て
遂
行
す
べ
く
事
業
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
村
元
先
生

の
御
雄
志
の
継
承
と
存
続
の
た
め
に
と
、
当
該
記
念
行
事
遂
行
に
ご
賛
同
下
さ
る
方
々
か
ら
の
御
芳
志
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東方学院

新　　刊　　案　　内　
前田專學、奈良康明 他 著『中村元 慈しみの心』
山陰中央新報 1 面に毎日掲載している企画「中村元 慈しみの心」の
2015 年 11 月 1 日から 2016 年 10 月 31 日までの 348 編をまとめたもの。
ブッダの言葉をはじめ、名僧、経典など幅広い典拠から慈悲と生きる知恵に満ち、
明日への糧となる至言を解説。

単行本：368 頁　　　　　　　　　　　　　　  ISBN-13：978-4879032522
出版社：山陰中央新報社　　　　    　　　　　　言語：日本語　　  　
発売日：2022 年 4 月 16 日　　　　　　　　    定価：本体 1,540 円（税込）
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東
方
学
院
　
　
講
師
ご
紹
介

加
藤 

隆
宏 

講
師

（
東
京
本
校
）

イ
ン
ド
と
は
何
かイ

ン
ド
と
聞
い

て
皆
さ
ん
は
何
を

思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
？

ガ
ン
ジ
ス
川
で

沐
浴
を
す
る
人
々
、
口
髭
を
蓄
え
た
修

行
者
が
森
の
奥
で
瞑
想
に
ふ
け
る
様

子
、
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
や
ア
ジ
ャ
ン
タ
・

エ
ロ
ー
ラ
遺
跡
な
ど
と
い
っ
た
世
界
遺

産
の
数
々
。
あ
る
い
は
、
色
鮮
や
か
な

民
族
衣
装
、
ス
パ
イ
ス
の
香
り
豊
か
な

イ
ン
ド
料
理
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
や

ヨ
ー
ガ
と
い
っ
た
健
康
維
持
法
な
ど
な

ど
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
人
々
の
生
活

や
文
化
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
イ
ン
ド
思
想
」
や

「
イ
ン
ド
文
化
」
を
冠
し
た
講
義
を
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
イ
ン
ド
の
様
々
な
顔
の
奥
底
に
あ

る
も
の
、「
イ
ン
ド
的
な
も
の
」
の
本

質
と
は
何
か
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ

う
な
「
イ
ン
ド
的
な
も
の
」
は
存
在
す

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
広
範
で
深
淵
な
イ

ン
ド
思
想
の
中
で
も
特
に
古
代
イ
ン
ド

の
聖
典
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
解
釈

学
の
流
れ
を
汲
む
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
思

想
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
は
イ
ン
ド
思
想

史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
の
精
神
文
化
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ

の
思
想
を
深
く
学
ぶ
こ
と
で
、
私
な
り

に
「
イ
ン
ド
的
な
も
の
」
を
追
い
か
け

て
き
ま
し
た
。

　

東
方
学
院
で
は
「
イ
ン
ド
の
思
想
と

文
化
」
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
イ
ン
ド
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を

会
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
問
い
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

かとう　たかひろ

1973 年名古屋市生まれ。東京
大学大学院博士課程単位取得退
学。2003 年〜 05 年までイン
ド・プネー大学サンスクリット
学高等研究所、06 年〜 12 年
までドイツ・マルティンルター
大学に在籍（Dr.Phil）。マルティ
ンルター大学講師、中部大学准
教授等を経て 2018 年より東京
大学准教授。専門はインド哲学、
ヴェーダーンタ思想の解明。

ま
し
た
。
理
解
で
き
な
い
の
に
、
文
を

読
む
と
「
そ
う
そ
う
、
こ
う
い
う
表
現

だ
っ
た
」
と
思
い
出
せ
る
文
章
に
出

逢
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

た
だ
、
大
学
院
で
は
西
有
穆
山
禅
師

の
『
正
法
眼
蔵
啓
迪
』
を
読
ん
で
み
た

も
の
の
、
基
礎
研
究
と
し
て
華
厳
思
想

を
学
び
ま
し
た
。
以
後
も
様
々
な
分
野

に
手
を
出
し
て
お
り
、親
し
い
人
に
は
、

「
私
は
文
学
と
芸
能
が
本
業
。
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
は
東
洋
近
代
史
」
な
ど
と
言
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
結
婚
し
て
家
内
の

実
家
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
近
く
に
こ
の

地
が
生
ん
だ
偉
人
と
し
て
穆
山
禅
師
の

銅
像
が
立
つ
西
有
公
園
が
あ
り
、
菩
提

寺
の
開
山
も
穆
山
禅
師
で
し
た
。
さ
ら

に
、
駒
澤
大
学
を
定
年
退
職
す
る
直
前

に
、
大
学
図
書
館
で
忘
れ
さ
ら
れ
て
い

た
陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
文
訳

本
と
生
原
稿
を
発
見
し
、
論
文
を
書
き

ま
し
た
。『
正
法

眼
蔵
』
に
つ
い

て
は
、
ま
さ
に

驚
き
の
連
続
で

す
。

石
井 
公
成 

講
師

（
東
京
本
校
）

　
『
正
法
眼
蔵
』
を
め
ぐ
る
驚
き

大
学
浪
人
の

時
、
予
備
校
の

国
語
の
先
生
が
、

交
通
事
故
で
幼

い
娘
を
亡
く
し

た
若
い
父
親
が
抗
議
の
た
め
、
交
差
点

の
真
ん
中
に
車
を
と
め
、
ド
ア
に
鍵
を

掛
け
て
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
み

続
け
て
い
た
、
と
い
う
話
を
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
、『
正
法
眼
蔵
』
を
読
ん

で
み
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
刊
行
さ
れ
て

話
題
に
な
っ
て
い
た
岩
波
の
思
想
大
系

本
で
す
。

い
や
驚
い
た
の
何
の
。
私
は
新
書
な

ど
は
四
十
分
く
ら
い
で
読
ん
で
し
ま
う

の
に
、『
正
法
眼
蔵
』
は
上
巻
だ
け
で

ふ
た
月
く
ら
い
か
か
り
、
し
か
も
全
く

理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
年
く
ら

い
し
て
ま
た
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、「
月

光
が
僅
か
に
さ
し
こ
ん
で
く
る
静
か
な

夜
だ
っ
た
、
と
い
う
話
だ
っ
た
な
」
な

ど
と
覚
え
て
い
た
の
で
、
ま
た
た
ま
げ

いしい　こうせい

1950 年東京都生まれ。早稲
田大学大学院文学研究科単位
取得退学。博士（文学）。現在、
駒澤大学名誉教授。専門はア
ジア諸国の仏教と文化。主著
は、『華厳思想の研究』『東ア
ジア仏教史』など。
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開
催
さ
れ
、
ク
ラ
ス
の
皆
様
と
交
流

を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
楽
し
い
思
い

出
で
す
。

　

今
年
度
は
、
多
数
の
仏
教
経
典
の

概
要
に
関
す
る
、
釈
悟
震
先
生
の
講

座
「
仏
教
聖
典
へ
の
い
ざ
な
い
」（
中

村
元
編
著　
『
仏
教
経
典
散
策
』）
を

受
講
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
の
書

籍
・
資
料
を
読
み
直
し
、
仏
教
へ
の

理
解
を
一
層
深
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
学
院
で
仏
教
関
係
の
学
び

が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
あ
お
や
ぎ 

し
ず
や
）　　
　
　
　
　
　

千
葉
啓
子
さ
ん

（
東
京
本
校
）

東
方
学
院
と
わ
た
し

　

ヨ
ー
ガ
を
し
て
い
た
た
め
、『
ヨ

ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
ふ
れ
た
い
と

思
い
、
２
０
１
３
年
よ
り
有
賀
弘
紀

先
生
の
「
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
」
を
受

青
栁
靜
哉
さ
ん

（
東
京
本
校
）

仏
教
の
学
び
に
感
謝

し
て

	

私
は
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
、
東
方
学
院
で
学
ん
で
い
ま
す
。

受
講
の
き
っ
か
け
は
、
中
村
元
先
生

の
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
中
村
元　

ブ
ッ
ダ
の

人
と
思
想
、　

こ
こ
ろ
の
時
代
―
宗

教
・
人
生
―
、
全
６
枚
」
を
購
入
・

視
聴
し
、そ
の
中
で
、当
学
院
を
知
っ

た
こ
と
で
す
。

　

本
学
院
受
講
ま
で
は
、
仏
教
関
係

を
少
し
か
じ
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、

全
体
的
な
こ
と
は
皆
目
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
仏
教
を
基

本
か
ら
知
り
た
い
と
思
い
、
前
田
專

學
先
生
の
「
仏
教
入
門
」
を
受
講
、

本
講
座
の
３
年
間
で
、『
ダ
ン
マ
パ

ダ
』（
中
村
元
著
）、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』（
中
村
元
著
）、『
ブ
ッ
ダ
』（
前

田
專
學
著
）を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
に
よ
り
、
仏
教
の
概
要
を
理
解

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

講
座
終
了
時
に
、
イ
ン
ド
料
理
店
に

て
、
前
田
先
生
を
含
め
て
食
事
会
が

講
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
黒
川
文

子
先
生
、
釈
悟
震
先
生
、
宮
本
久

義
先
生
の
ク
ラ
ス
を
受
講
し
ま
し

た
。
今
は
林
隆
嗣
先
生
の
「
パ
ー

リ
語
文
献
講
読
」
と
、
勝
本
華
蓮

先
生
の
「『
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
』

を
読
む
」
と
「
ブ
ッ
ダ
と
そ
の
教
え
」

を
受
講
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
パ
ー
リ
語
入
門
」
で
初
め
て
原

始
仏
教
と
い
う
言
葉
を
知
り
、『
尼

僧
の
告
白 

テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
』

を
読
み
ま
し
た
。
様
々
な
状
況
に

あ
る
女
の
人
達
が
尼
僧
に
な
り
、

安
ら
ぎ
を
得
て
生
き
て
い
く
様
子

に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
関

西
校
に
て
「『
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
』

を
読
む
」
の
教
室
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
受
講
し
て
お
り
ま
す
。

　

林
先
生
に
は
何
回
も
似
た
よ
う

な
質
問
を
し
て
も
穏
や
か
に
お
答

え
を
頂
き
、
勝
本
先
生
に
は
勉
強

不
足
の
質
問
に
も
関
わ
ら
ず
、
親

切
に
答
え
て
頂
き
、
楽
し
く
続
け

る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
ち
ば 

け
い
こ
）

研究会員の声
東方学院

新　　刊　　案　　内　
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世界が目まぐるしく変わっていった少年時代（12 歳～ 20 歳の頃）に書いた作文を掲載。

単行本：142 頁　　　　　　　　　ISBN： 978-4-86456-415-1 C0037
出版社：ハーベスト出版　　　　　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 3 月 1 日　　　　定価：1,100 円（税込）
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研
究
員
の
声

　

板
敷 

真
純 

専
任
研
究
員

躍
動
す
る
「
信
」
求
念
の
集
団
～

親
鸞
と
弟
子
た
ち
の
世
界

「
親
鸞
は
弟
子 

一
人
も
も
た
ず
さ

ふ
ら
ふ
」。

　

こ
の
一
文
は

鎌
倉
時
代
の
親
鸞
が
残
し
た
言
葉
で

す
。
親
鸞
は
自
分
に
は
弟
子
は
一
人
も

い
な
い
と
説
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
親

鸞
を
慕
う
人
々
は
数
多
く
い
ま
し
た
。

一
説
に
は
４
５
３
人
も
の
面
授
の
弟
子

が
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

親
鸞
の
門
流
は
関
東
か
ら
全
国
各
地
に

勢
力
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
は
親
鸞
の
弟
子
た
ち
の
思 

想
・
活
動
に
つ
い
て
追
求
す
る
こ
と
で

す
。
親
鸞
の
時
代
は
現
代
と
同
様
に
、

疫
病
が
全
国
で
流
行
し
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時

期
に
親
鸞
や
親
鸞
の
弟
子
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ　

う
か
。
彼
ら
の
生
き
様
か
ら
現
代
の
私

た
ち
の
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

　

中
村
元
先
生
は
親
鸞
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
説
い
て
い
ま
す
。「
親
鸞
に
と
っ
て

は
純
粋
の
「
信
」
以
外
に
は
い
か
な
る
儀

式
も
救
い
の
た
め
に
必
要
で
は
な
か
っ
た
。

（
中
略
）
こ
の
点
で
、
親
鸞
は
ほ
ぼ
同
時
期

の
、
他
の
諸
文
化
圏
の
ど
の
宗
教
家
よ
り

も
、
信
に
徹
底
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。」（『
中
村
元
選
集
［
決
定
版
］
中
世

思
想
』）

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
親
鸞
の
弟
子

た
ち
も
親
鸞
の
「
信
」
の
思
想
を
継
承
し

よ
う
と
努
め
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
河
和

田
唯
円
の
『
歎
異
抄
』
に
は
、
関
東
の
門

弟
た
ち
が
親
鸞
の
教
え
を
聞
き
に
命
が
け

で
上
洛
し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
親

鸞
の
妻
の
恵
信
尼
の
存
在
は
、
特
に
後
世

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
が
記
し
た
『
恵
信
尼
消
息
』
に
は
、

彼
女
の
主
体
的
な
浄
土
信
仰
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

今
年
に
入
っ
て
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
『
歎
異
抄
』

の
番
組
が
放
映
さ

れ
、
親
鸞
の
弟
子

た
ち
の
生
き
様
が

再
度
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
弟
子
た

ち
の
躍
動
の
余
波

は
、
ま
さ
に
今
現

在
ま
で
届
い
て
い

る
の
で
す
。

いたじき　ますみ

1989 年東京都生まれ。東洋大学文学部イ
ンド哲学科卒。同大学院文学研究科インド
哲学仏教学専攻博士後期課程修了、博士（文
学）。日本中世仏教。最近の論文は「真宗に
おける妻の役割とその変遷―真宗史料に見
る「坊守」の活動を中心に―」（『東アジア
仏教学術論集』9、2021）。

東
海
林 

克
也 

専
任
研
究
員

　
「
神
仏
研
究
と
私
」

　

今
年
度
よ
り
専
任
研
究
員
と
し
て
就

任
致
し
ま
し
た
東
海
林
克
也
と
申
し
ま

す
。

　

神
仏
の
研
究
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

理
由
は
幼
少
期
か
ら
の
環
境
に
あ
り
ま

す
。
祖
父
母
の
家
で
は
神
棚
と
仏
壇
が

同
じ
場
所
に
あ
り
、
土
産
物
を
頂
い
た

時
に
は
神
仏
に
お
供
え
し
て
か
ら
頂
く

の
が
普
通
で
し
た
。
小
学
校
は
カ
ト
リ

ッ
ク
の
学
校
で
学
ぶ
と
い
う
宗
教
的
環

境
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。
父
は
仏
教
文

学
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
日
本
文
学
を
学

ぼ
う
と
大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
眺
め

て
い
た
時
に
就
職
先
「
神
社
」
と
い
う

ペ
ー
ジ
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。
面
白

そ
う
だ
な
と
思
い
受
験
し
た
結
果
、
神

道
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
卒
論
で
は
日

本
文
学
の
視
点
か
ら
「
神
仏
習
合
」
を

テ
ー
マ
に
執
筆
し

ま
し
た
。
卒
業
後
、

神
社
に
奉
職
す
る

の
で
す
が
、
よ
く

「
社
会
人
に
な
る
と
勉
強
し
た
く
な
る
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
幅
広
い

視
点
か
ら
神
仏
習
合
の
周
辺
を
勉
強
・

研
究
し
た
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
大

学
院
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
時
代
は
「
神
仏
習
合
」
を
学

際
的
（
日
本
文
学
・
社
会
学
・
歴
史
学

な
ど
）
な
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
ま
し

た
。
現
在
の
「
神
仏
習
合
（
思
想
）」

研
究
は
あ
る
程
度
円
熟
し
て
い
る
分
野

で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
課
題
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
特
に

「
民
衆
」
を
中
心
と
し
な
が
ら
民
衆
が

神
仏
に
求
め
た
願
い
、
神
仏
習
合
（
思

想
）を
民
衆
が
な
ぜ
受
け
入
れ
た
の
か
、

と
い
う
部
分
に
つ
い
て
学
問
を
横
断
し

な
が
ら
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
家
庭
出
身
の
自
分
が
神
主
（
神

職
）
に
な
り
、
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
・

東
洋
思
想
を
中
心

と
す
る
中
村
元
東

方
研
究
所
で
研
究

員
に
な
る
と
い
う

不
思
議
な
経
歴
で

す
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

しょうじ　かつや

1986 年宮城県仙台市生まれ。國學院大學神
道文化学部卒業、立教大学大学院 21 世紀社
会デザイン研究科前期課程、同後期課程修
了、博士（社会デザイン学）。学部卒業後、
仙台東照宮へ奉職。その後、横浜市内の神
社で助勤神職を歴任。
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恒
例
の
新
春
研

究
発
表
会
が
、
本

年
度
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
・
対
面
の
併

用
に
て
、
山
の
上

ホ
テ
ル
・
銀
河
の

間
で
午
後
４
時
半
～
午
後
６
時
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
令
和
３
年
度

中
村
元
東
方
学
術
賞
受
賞
者
の
下
田
正

弘
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
で
す
。
講
演

は
「
大
乗
仏
教
の
起
源
を
再
考
す
る
」

と
題
し
、
大
乗
仏
教
の
成
立
を
め
ぐ
る

研
究
動
向
の
紹
介
か
ら
、
過
去
の
研
究

の
問
題
点
を
あ
ぶ
り
だ
し
、
最
新
の
学

説
を
唱
え
る
と
い
う
、
刺
激
的
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、
聴
講

者
か
ら
講
師
へ
の
質
問
が
、
オ
ン
ラ
イ

行事 

イベント

報告
 

令
和
４
年
２
月
１
５
日
（
火
）
開
催

新
春
研
究
発
表
会

オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
の
併
用
に
て
開
催

　
　
　

於
：
山
の
上
ホ
テ
ル　

銀
河
の
間

　

令
和
４
年
度
研
究

員
総
会
が
、
７
月
２

日
（
土
）
午
後
２
時

～
午
後
４
時
、
身
延

別
院
（
中
央
区
小
伝

馬
町
）
に
て
開
催
さ

れ
、
１
６
名
の
専
任
研
究
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
に
な

り
ま
す
。
藤
井
教
公
総
括
研
究
員
の
開

会
挨
拶
お
よ
び
総
括
研
究
員
就
任
の
ス

 

令
和
４
年
７
月
２
日
（
土
）
開
催

　

令
和
４
年
度
研
究
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
：
身
延
別
院

ピ
ー
チ
に
始
ま
り
、
執
行
部
か
ら
研
究

員
に
対
す
る
事
務
連
絡
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
後
半
で
は
、
２
０
２
２

年
度
就
任
の
専
任
研
究
員
に
よ
る
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
板

敷
真
純
研
究
員
に
よ
る
「
中
世
真
宗
に

お
け
る
親
鸞
門
流
の
形
成
と
そ
の
展

開
」、東
海
林
克
也
研
究
員
に
よ
る
「
神

仏
習
合
研
究
と
そ
の
周
辺
」
が
発
表
さ

れ
、
様
々
な
研
究
分
野
の
先
輩
研
究
員

に
よ
る
質
問
と
議
論
が
活
発
に
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

ン
・
会
場
の
双
方
か
ら
多
数
寄
せ
ら

れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。出
席
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
５
２
名
・

対
面
３
２
名
、
合
計
８
５
名
を
数
え
、

盛
会
の
う
ち
に
円
了
し
ま
し
た
。

集合写真

左から高橋堯英司会・釈悟震総務・
藤井教公理事長・下田正弘教授

下田正弘教授

質疑応答の時間

宮元啓一 著
『新訳　ミリンダ王の問い
　−ギリシア人国王とインド人仏教僧との対論』 
紀元前の仏教・インド哲学の古典的名著『ミリンダ王の問い』をさらに
わかりやすくし、一冊にまとめた新訳決定版。パーリ語原典からの全訳。

単行本：416 頁　　　　　　　  　ISBN-13： 978-4-763-40998-0
出版社：花伝社　　　　　　      　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 2 月 21 日　　 　　定価：3,520 円（税込）

新　　刊　　案　　内　
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第
２
２
回
東
方
学
院
酬
仏
恩
講
合
同

講
演
会
が
、
奈
良
・
法
相
宗
大
本
山
薬

師
寺
ま
ほ
ろ
ば
会
館
に
て
午
後
１
時
半

〜
午
後
４
時
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
台
風
１
４
号
が
本
州
に
接
近
し

た
為
、や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

新　　刊　　案　　内　

 
令
和
４
年
９
月
１
９
日
（
祝
・
月
）
開
催
中
止

　

東
方
学
院
・
酬
仏
恩
講

　
　
　
　
　
　

合
同
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　

於
：
奈
良
・
薬
師
寺

【
今
後
の
行
事
の
ご
案
内
】

★「
第
３
２
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
」

お
よ
び
「
第
８
回
中
村
元
東
方
学
術

奨
励
賞
」
授
賞
授
賞
式

日
時
：
令
和
４
年
１
０
月
７
日
（
金
）

　
　
　

午
後
５
時
～
午
後
６
時
半

会
場
：
イ
ン
ド
大
使
館

★
新
春
研
究
発
表
会　

日
時
：
令
和
５
年
２
月
１
４
日
（
火
）

会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

講
師
：
未
定

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
東
方
学
院
の

受
講
申
し
込
み
に
つ
い
て 

　

２
０
２
３
年
度
の
「
東
方
学
院
の

て
び
き
」
は
２
０
２
２
年
１
２
月

２
０
日
頃
完
成
予
定
。

　

受
講
申
し
込
み
受
付
は
、

２
０
２
３
年
１
月
初
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

東
方
学
院
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 https://w
w

w
.toho-gakuin.org/

末木文美士 著
『禅の中世　仏教史の再構築』

南都焼討を乗り越えて、復興へ向かおうとする日本仏教史の転換点において、禅はどの
ように総合的な視座を獲得したのか。『中世禅籍叢刊』の編集刊行などを通し、新仏教
対旧仏教、または顕密仏教対異端派といった二項対立的な見方を脱却し中世禅を捉えな
おす必要を指摘してきた著者の研究の集大成となる一冊。

単行本：336 頁　　　　　　　　　　ISBN-13 : 978-4653041689
出版社：臨川書店　　　　　　　　　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 7 月　　　　　　　 定価：3,630 円（税込）　

田中公明 著
『仏菩薩の名前からわかる大乗仏典の成立』

経典の冒頭で説法に参加する菩薩をあげるのは大乗経典の大きな特徴である。
その菩薩名に焦点を当て、主要な大乗経典の成立史を論じ、在家菩薩の活躍から
大乗仏教の成立にもふれた画期的な論考。

単行本：376 頁　　　　　　　　　　ISBN-13 : 978-4393134542
出版社：春秋社　　　　　　　　　　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 1 月 17 日　　　　　定価：3,300 円（税込）
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新　　刊　　案　　内　
中村元 著
新装版　構造倫理講座
　　　　『〈東洋〉の倫理』
仏典から学ぶ世俗の人間関係とは。仏典に説かれた
教えから、親の恩や子への義務、望ましい夫婦関係、
経済活動における倫理、親友悪友の条件まで、インド・
中国世俗社会の人間関係に関する倫理構造を明らか
にする。

単行本：256 頁　　　ISBN： 978-4-393-31308-4
出版社：春秋社　　　言語：日本語
発売日：2021 年 12 月 15 日　定価：2,970 円（税込）

中村元 著
新装版　構造倫理講座 II
　　　　『〈生きる道〉の倫理』
数ある仏典のなかから選りすぐりの名言に、仏教が
何を苦しみとし、何を苦しみの原因とし、苦しみの
なかでどう生きるべきとしたかを語らせる。仏典の
名言の構造的・体系的解釈に挑み、仏教の生に対す
る倫理構造を明らかにした「仏教概論」。

単行本：312 頁　　　ISBN-13： 978-4393313091
出版社：春秋社　　　言語：日本語
発売日：2021 年 12 月 15 日　定価：2,970 円（税込）

中村元 著
新装版　構造倫理講座 Ⅲ
　　　　『〈生命〉の倫理』
生命とは何であるか ? 何のためにあるのか ? 生命の
倫理構造をインド哲学だけでなく、ギリシャ哲学や
ベルクソン、ラッセル、ショーペンハウアーやライ
プニッツなどの西洋哲学も駆使して探究する。魂、
身体、個人と生命の関係を辿って分かる生命の尊さ
とは。

単行本：312 頁　　　ISBN-13： 978-393313107
出版社：春秋社　　　言語：日本語
発売日：2021 年 12 月 15 日　定価：2,970 円（税込）

草野顕之 著
『本願寺の軌跡 −創建から東西分派、そして現代へ−』

親鸞聖人の示寂後、京都・東山の地に建てられたお墓所、大谷廟堂。その小さなお堂が、
一体どのようにして巨大な両堂を有する現在の真宗本廟（東本願寺）へと発展したのか…？ 
真宗の教えに生き、護り伝えんとする人々の志願に満ちた 750 年の軌跡をたどる。

単行本：88 頁　　　　　　　　　　 ISBN-13 : 978-4834106374
出版社：東本願寺出版　　　　　　　言語：日本語　　　
発売日：2021 年 10 月 10 日　　　　定価：1,540 円（税込）

和田壽弘 著
『インド新論理学派研究序説』

インド哲学六派であるニヤーヤとヴァイシェーシカの伝統を受け継ぐ形で 14 世紀に確立
された「新ニヤーヤ学派」。日本語文献で単独で扱われることの少なかったその学派の特
徴を、事物の関係における特有の述語の使われ方に着目して図式化し説明する。

単行本：272 頁　　　　　　　　　　ISBN-13 : 978-4393112809
出版社：春秋社　　　　　　　　　　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 1 月 28 日　　　　　定価：22,000 円（税込）

田上大秀 著
『ブッダ臨終の説法』完訳 大般涅槃経 (2)
 これまで漢訳『涅槃経』を現代語に抄訳したものはあったが、全訳した例はないのではな
いだろうか。本書は全四十巻『涅槃経』の第一巻から第十巻までの現代語訳である。
十巻区切りで刊行し、全四冊で完結することになる。

単行本：404 頁　　　　　　　　　　ISBN-13 : 978-4804614380
出版社：大法輪閣　　　　　　　　　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 5 月 30 日　　　　　定価：2,640 円（税込）



　当研究所の活動にご賛同下さる皆様へお願い
公益財団法人中村元東方研究所は、創立者中村元の理想を実現するため活動する非営利の文化事業財団であり、
その運営はご理解ご協力いただける皆様からのご寄付により成り立っています。当研究所では各種会員を設定し
て、活動趣旨にご賛同いただける皆さまの積極的なご支援をお願いしております。 

(1) 一般寄付　
一般寄付は会費と異なり、金額や期限等を設定せずに、随時受け付けさせていただいております。
お寄せいただいた寄付金は、当法人が 取り組んでいるさまざまな活動に広く活用させていただきます。

(2) 継続ご支援（維持会員・賛助会員）
当法人の活動に賛同し、継続的に支援してくださる会員も随時募集しています。
・維持会費：一口　年　50,000 円
・賛助会費：一口　年　10,000 円
※上記いずれかをお選びいただき、出来れば複数口でご支援賜れば幸いです。

(3) 普通会員：年会費　7,000 円
普通会員にも、維持・賛助両会員と同じく、定期刊行物『東方』の他、催し物、会合等のご案内をお送りいたしますが、
年会費に税の優遇措置は適用されません。

【所得税の免税について】

当法人は内閣府の認定を受けた「公益財団法人」であり、さらに、令和 2 年 3 月 27 日に「税額控除」対象法人の要件

を満たす証明書を内閣府より受けましたので、上記（１）（２）の一般ご寄付及び維持会賛助会の会費は、税制上の優遇

措置を受けられます。①「所得控除」②「税額控除」のいずれか減税効果の高い方を選択できます。

多くの場合、「税額控除」を選択されると所得税額が少なくなり有利となります。一方、所得税率の高い方は、「所得控除」

を選ばれると還付額が大きくなる場合もあります。確定申告の際には最寄りの税務署にご相談ください。

事 務 局 通 信

　　東方だより　令和 4 年度 前期号　（通号第 40 号）             令和 4 年 10 月 7 日発行
　　　　　【編集 / 発行】公益財団法人中村元東方研究所　本部事務局（東京）　　　編集責任者：釈悟震
　　　　　〒 101-0021　東京都千代田区外神田 2-17-2 延寿お茶の水ビル 4 階　  TEL : 03-3251-4081　FAX : 03-3251-4082

公式ホームページのご案内
　東方研究所及び東方学院の公式ホームページでは、さまざまな情報が随時更新されております。是非ご覧下さい。

　　　ホームページ URL : http://www.toho.or.jp

▶当研究所の目的・理念・あゆみ
▶中村元博士の略歴・著作文献目録
▶東方学院（開講科目、講師紹介、著書紹介）
▶専任研究員紹介、書籍案内
▶公開講座、イベントのお知らせや開催レポートなど　

中村元東方研究所 検索

【編集部より】　東方だよりは、読者の皆様からのご意見・ご要望をいただき、よりよい誌面にしていく所
存です。また、ご寄稿もお待ち申し上げております。尚、ご連絡は手紙（宛名面に「東方だより編集部宛」
とご記入願います）にて承っております。

東方学院専用ホームページ URL : 
https://www.toho-gakuin.org

（スマートフォン対応）

東方学院 検索

▶東方学院の開講科目や講師の紹介、開講日などをご案内して
おります。

令和 4 年 10 月 7 日発行東方だより　令和 4 年度前期号（通号第 40 号）

無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所
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